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はじめに

現在,理科嫌い,理科離れが憂慮され,社会問題と

なっている。この事態にどのように対処すべきなのか。

筆者らは数年来.小学校の理科授業において,子ども

が「もの」や「ひと」との関わりを通して,いかに自

然科学に関する学び文化を創造するのか,という課題

を掲げて研究を行って来ている。そこで本年度は,

「ひと」との関わりとして「科学者の物語」を取り上

げ,読み物を適して,自然界の解明に挑戦した偉人の

業績と人となりに目を向けさせ,内なる文化を形成さ

せることを目的とした。

ところで現在,小学校で用いられている教科書は1

冊当たり40-60貢程度であり,同書に盛り込まれてい

る内容は極めて少ない上に,観察実験を中心とした課

題追究型の内容構成になっており,科学の発見や科学

者の伝記などに関する読み物的内容はほとんど見られ

ない。それでは子ども達は科学に関する情報を,理科

教科書以外の図書から積極的に取り入れようとしてい

るのか。ここに2000 (平成12)午, 15歳児を対象とし

たOECD生徒の学習到達調査(PISA)がある。それに

よれば,わが国の生徒は, 「毎日趣味として読書をし

ているか」という質問に対し, 55%の生徒が趣味で読

書をしないと回答しており, OECD平均の32%よりも

多く,参加国の中で最も高い割合を示してしているこ

とが報告されているt'。子どもの読書離れをはっきり

と見て取ることができる。

このような事態に直面して,小学校理科教科書の内

容は,どのように改善されるべきなのか。現在の検定

教科書の原型となる『小学生の科学』 (1948・49)が

踊纂される前々年1946 (昭和21)年7月120,文部

省は「理科教科書協議会」において,児童用書に取り

上げられるべき教材として, 17項目を挙げ,その最初

に偉大な発明者や発見者の伝記を提唱した。その際に

参考にされたのが,シカゴ大学実験学校の科学教師パ

ーカーによって執筆された『基礎科学教育叢書』であ

った。パーカーは同叢書のような科学教科書には,

(1)学習内容をチェックする内容(2)問題解決を図る

ための正確な科学情報(3)実験や観察などの直接経

験(4)現代社会で科学の果たす役割や技術的応用に

関する物語(5)余暇を利用してさまざまな科学活動

を行うための具体的な提案(6)神話や迷信に関する

話題提供が必要であると述べると共に,科学的探究や

科学者に関する物語の導入が重要であると主張した

3)パーカーは,科学読み物が持つ教育的意義を次の

ように考えていた(1)教師が口頭で表現する説明の

代替的役割を持つ(2)子どもの討論の内容が科学的

かどうか確認する(3)子どもの経験のみでは得られ

ないデータを提供し,今日の世界において科学が果た

すべき役割についての理解を図る(4)著名な科学者

の業績に関する教材内容は,問題解決の際の科学的方

法を学んだり,科学的態度の意味を明確にしたりする

機会を子どもに与える(5)子どもの科学への興味を

広げるのに役立つ4)0

このように戦後,初めて検定教科書が綿纂される頃

から,子どもの科学への興味関心を鼓舞するために,

科学的探究や科学者の物語などを盛り込むことの必要

性が主張されていた。このような考え方には,時代を

超えた普遍性があり,科学者の物語が現代の子どもの

理科離れ,理科嫌いを解消する一助となると思われる。

そこで本研究では,現行の理科教科書以外のさまざま

な資料を用いて,科学者の業績や生き方を追究させる

ことによって,理科学習の持つ意味を捉えさせる場を

設定した。

授業者は,広島大学附属東雲小学校,秋山哲教諭で
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あった。児童は同校第3学年1組37名であり,実施日

は2003年12月16日, 2004年1月8日であった。

1.理科学習の持つ意味を考える場を

昨今,子どもたちの思考力や判断力,特に考えを記

述する力の低下がOECDの学力調査結果などを例に上

げて叫ばれている。また,科学に関する調査において

ち,日本は学力は高いが, 「科学者や技術者になりた

い。」と答えている子どもの割合は決して多くない。

本単元では,子どもたちが科学者の業績を調べたり伝

記を読んだりする中で,彼らが日常生活の中でいだい

た疑問をどのように解決していったのかを知ること,

追究することや解決した時の喜びなどに共感したり,

自分のこれからの理科学習に対する思いをより積極的

に,意欲的にかえたり,調べることに興味や関心をも

つことがねらいである。

学校で学習するのは当たり前という時代ではなくな

資料1　日分タイムにおける子どもたちの追究課庸

りつつある今,理科学習で何を学ぶかということと共

に理科学習が必要とされている意味についても子ども

なりに考えるきっかけとなればと考えている。

本実践では,理科学習が始まる第3学年という時期

に焦点を当て.理科学習の必要性について考えるきっ

かけをもつことをねらった。それは,これからの学習

に対して興味や関心を子どもたちがもつようになれば

と考えたからである。

2.授業の実際

(1)子どもたちのふしぎ

子どもたちが日常生活の中で抱いている疑問は多種多

様である。本校では,総合的な学習の中で個人選択型

の学習「自分タイム」を3年生で年間15時間程度組ん

でいる。今年度の3年1組(男子18名,女子19名)が

課題として選んだものは以下の通りで,圧倒的に自然

にかかわるものが多かった。

分 野 追 究 課 題

自然 の

ふ しぎ

なぜ ス∴パーボールは よくはねるのか ナメクジに塩をかける と小 さくなるのはなぜ

宇宙 はど うやってできたのか どうして電話で人 と話せ るの

魚 はど うや って息 をす るのか 犬のなきかた , 声 について調べ る

何 で携帯電話はつ なが るのか 人間は どうしてなみだが出るのか .

鳥 はなぜ羽で飛べ るのか どうして火はあついのか

何 で太陽は燃えているのか たまごを育ててひなをかえし, 育 てたい

船 はなぜ重いのに浮かぶのか オルルラトロシeーを朝外す とよく見 えるのはなぜ

飛行機の翼の形 を変 えて飛び方 を調べ る 虹は何でで きていてなぜ七色か

なぜ地球は回っているのに感 じないのか ハムスターについて調べ る

金魚 の うろこは どうや ってできるのか なぜ人は水に うくのか

なぜ さるが進化 して人間になったのか 地球は太陽か らできた0 太 陽は何か らできたか

台風 ので き方を調べて本にする

社会の

ふ しぎ

エ ジソンの一生 を調べて本にす る どうや って クレパスはつ くられ るのか

何 で世界の国の名前が付いたのだろ う 1 さつの本ができるまで を調べ る

なぜ時計は右回 りなの

芸術 .

趣 味

ケー キを作る 卵料理 を作る

安い金額でできる料理を追究す る

そこで,こうした子どもたちの「素朴な疑問や調べて

みたいこと」を明らかにしてきた科学者の業績や生き

方を調べることで,科学者たちがいかに自分たちの

「ふしぎや疑問」を追究し明らかにしていったのかを

知ってほしいと考え,本実践「科学はいかにして明ら

かになってきたのか」を行うことにした。

(2)単元の計画

指導内容と計画・-・4時間(本時第一次第1時)

第一次(1)　　　　第二次(2)　　　　第三次(1)

ぼくのわたし
の知っている

科学者

自分の「ふしぎ」
を明らかにした人

はだれ?

科学の歴
史を調べ

よう

(3)指導目標
1現在の科学を気づいてきた人に興味を持ち,その

生き様に共感できるようにする。

2　科学者の追究のようすや問題解決のようすと自分

の科学に対するものの見方を比べて考えることが

できる。

㈹第一次の実際

ここでは,子どもたちの知っている科学者について

話し合う場を設けることで,様々な分野で活躍した科

学者がいることにまず,気づくことできるようにした

いと考えた。そして,日常生活の中で「子どもたち自

身がいだいた疑問を解決した科学者がはいないのだろ

うか」や「課題を明らかにするためにどのような追究
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活動を行ったのか調べてみよう」と言う意欲を持つた

めの時間として設定した。教師の側で,世界や日本の

科学者とその業績一覧を示し,自分の疑問と関係しそ

うな科学者を指す作業を通して,疑問の解決方法やそ

のきっかけとなったことがらに関心をもつことができ

たらよいと考える。また,科学者と同じ疑問をもつこ

資料2　学習の展開

とができたということも評価していくことで,問いを

見つけだすことの価値についても評価したい。子ども

たちの疑問と必ずしも-一致しないかもしれないが,疑

問を解決するために尽力した人々の生き様にはふれる

ことができると考える。具体的な「学習の展開」は,

以下の通りである。

学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 働 き か け

1 ▼科学者 について知 ってい ることを ワー クシー ト 1 . ワー クシー トを用 意 し, 知 ってい る科学者 につ

に記入す る いて子 どもたちが簡単に整理 できるよ うにする(-

2 . 科学者について知っているこ とを発表す る0 2 . 子 どもた ちの知 ってい る科学者 やその業績 を発

. 発表や板書 か ら, た くさんの科学者 がいる ことを 表す る機 会を設け , 科学者が多数 いるこ とや 世の

知 るn 中の発展に寄与 してきた ことを伝 えるO

. 名前は知っていて も, 何を した人かは知 らない こ - 世 界の科 学者 l一覧表 を用意 し, 業績 や年代 が伝 わ

とに も気づ く0 るよ うにする0

L 自分た ちの疑問に思っていることは どのよ うに解決 されてきたのだ ろう l

3 . 日分が疑 問に思 ってい ることを発 表 し合 うO . 3 . 子 どもた ちの疑 問に思 ってい ることを取 り上げ

. クラスの友 だちの疑問が多岐にわたるこ とを知 る0

4 . 様 々な科学の分 野の中で , 自分の疑問 に思 って

どの よ うにして解決 され てきたのか を探 る意欲付

けになるよ うにす る0

. 多様 な疑問のあ ることに注 目で きるようにす るC一

- 科学者 と同じ疑 問をもっていた ことをよさと して

て取 り上げる0

4 . 日分の疑 問に思っている ことを解 決 してきた人

い ることは どの分 野にはい るか , それ を明 らかに たちの歩み を知 る学習に取 り組む ことを知 らせ る0

した のは どんな人たちなのかについて一覧表 を手 . 子 どもた ちの疑 問 と科 学者が結びつ くよ うに助言

がか りに探す 0

5 一次時 に何 を調 べれば よいか , どの よ うな物 を用

す るr.

l 科学者 】l覧に載 っていない科学者 を調べ るこ とも

認め る0

5 . 調べ るために事前に用意す る とよいこ とが らを

意すればよいか について考えるI, 知 らせ るC-

科学者一覧表の作成に当たっては,小学校や中学校の

教科書に出てくる人物を中心に,日本国内,外を問わ

ず100人を選んだ。そして.それぞれの人物の業績や

略歴の紹介,ノーベル賞受嘗歴などが分かりやすくな

るように一覧を作った。並べ方は,分野別に年代順に

配列している。

科学史における各科学者の専門分野は,小学校の子

どもたちが興味深く取り組みやすいようになるべく幅

広くなるようにした。そのため,科学探究の歴史とし

てはもちろん,その源であった哲学や数学,様々な科

学を応用してきた技術者も含め,医学,植物学,気象

学など多岐の分野を設定した。

3年生の子どもたちの中で科学者の伝記を読んだこ

とのあるものは半数程度であり,その人物も「エジソ

ン」や「野口英世」などに限られている。子どもたち

が知っているとする科学者も, 「どのようなことを明

らかにした人か。」まで知っている省はあまりいない。

したがって,教師側から100人の科学者を紹介するこ

ととし,科学が明らかになってきた背景には,子ども

たちの知らない多数の科学者の存在があったことに子

どもたち自身が気づくことができるようにするためで

fffjpf

科学者の生きていた時代が分かるように業績だけで

なく年代と国名も分かるようにした。これらのことを

手がかりとして,子どもたちがもっている疑問やふし

ぎについて明らかにした科学者はなかったか,また似

たようなことに興味を持った科学者が分かるように分

野別に一覧表に載せた.資料3がその-一部であるO
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資 料 3 科 学 一 覧

料 撃 着 車 代 厘 分 野 ノlヘlル賞 菓 せ き

ヒポ クラテ ス 的 4 6 0 -

ー1* 3 7 5

ギ リシ ア 医 学 西 洋 医学 の 父 。医 学の 大 系を 作 りだ した 。

パ ラケ ルス ス 1 4 9 3 ー

1 5 4 1

スイス 医 学 化 学 者 0 新 しい 医 学 の 必 要性 をといた 0

バ ー ベイ 1 5 7 8 -

1 6 5 7

イギ リス 医 学 医 学 者 O 血 液 の 循 環 の 原 理 を発 見 した 。

1 7 3 3 - a * 医 学 オ ランダ の 医 学 書 を翻 訳 して 、日 本 初 の 解 剖 書 r 解 体 新 書 」を 完 成 さ

杉 田 玄 白 1 8 1 7 せ た 。

ジ工ンナ - 1 7 4 9 ー

1 8 2 3

イギ リス 医 学 種 痘 に よって天 然 痘 を 予防 す る方 法 を確 立 した 0

シ一 ボ ル ト 1 7 9 6 -

1 8 6 6

ドイツ E ・ 日 本 .= 医学 を教 える 。ヨI D ツパ ーこ帰 って 日本 を しようか い す る。

iW i m ,i こ.

1 8 1 0 -

1 8 6 3

B * 医 学 江 戸 時 代 の 医 学 者 0 よぽ う. えい せ い医 学 で 大 きくこうけ ん した 。

コツホ 1 8 4 3 ー ドイツ 医 学 9 05 けつ か くきん や コレラき ん な ど発 見 す る など 、で ん せ ん 病 の 研 究 を行

1 9 1 0 つた ハさい きん筆 の 父 n

パブ ロフ 1 8 4 9 -

1 9 3 6

ロシ ア 医 学 生 理 学 者 。パ ブロフの じJ=うけん は ん L やを発 見 したD

1 8 5 2 一. 日本 医 学 で ん せ ん 病 の ち リようで たくさん の 世 界 的 な 業 せ きを あ げ 、ま た 、日

北 里 柴 主 郎 1 9 3 1 本 の 医 学 の 発 て ん にも力 をつ くした 。

I *:きLt L
志 賀 演

1 8 7 0 -

1 9 5 7

日本 医 学 赤 リきん を発 見 し、けつか くの ちリよう法 も研 究 した 。

シユハ イツ 7 - 1 8 7 5 - フランス 医 学 3 0 さいま で は学 もん とげ い じゆつ に 生 き 、その 後 は人 の ため に つ く千

1 9 6 5 うと決 い し、アフリカで実 行 したb

野 口 英 世

1 8 7 6 -

1 9 2 8

日 本 、 医 学 黄 ね つ 病 の 研 究 に 一生 を ささげ た世 界 にほ こるさい きん学 者 。

1 9 3 9 - 日 本 医 学 198 7 細 か ら動 物 を守 る こうた い が いで ん しの 組 み か えで 作 られ る ことを 先

利 根 川 進 去 e ノ- ベ ル 甘 医 学 生 理 学 しよう亜 しよう^

ボイル 1 6 2 7 -

1 6 9 1

イギ リス 化 学 者 気 体 に か んす るボ イル の ほ うそ くを 発 見 した 。

ラボ ア ジエ 1 7 4 3 ー

1 7 9 4

フランス 化 学 者 しつ りよう保 ぞ ん の ほ うそ くをか くりつ 0 近 だ い 化 学 の きそ を きず い

tz .

ドル トン 1 7 6 6 】 イギ リス 化 学 者 原 子 の 考 えをうち たて 、近 だい 化 学 の 土 台 をき ず いた 。

レン トゲ ン 1 8 4 5 、I ド イ ツ 物 理 学 者 9 0 1 物 理 学 者 0 X 織 の 発 見 で L 第 1 回 の ノ l ベ ル 物 理 学 し よ うを 受 し よう し

1 9 2 3 f : .

長 岡 半 太 郎

1 8 6 5 ー

1 9 5 0

日 本 物 理 学 者 物 理 学 者 。じ 気 ひ ず み や 原 子 の こう ぞ うな ど を 研 究 した 0

キ ユ リ】 夫 人 1 8 6 7 - フ ラ ン ス 物 理 学 者 1 9 0 3 ' 夫 と と も に 物 理 学 を 研 究 し 、ラ ジ ウ ム と い う新 し い 物 賞 を 発 見 した 0 女

1 9 3 4 9 性 で は じめ て ノー ベ ル しよ う受 しよ う

本 多 光 太 郎

1 8 7 0 -

1 9 5 4

日 本 物 理 学 者 合 金 を 研 究 し 、 K S こう を 発 明 した O

ラ ザ フ ォ - ド 1 8 7 1 -

1 9 3 7

イ ギ リス 物 理 学 者 1 9 0 8 物 理 学 者 0 元 そ の ほ う L や の う、原 子 こ うぞ う の 研 究 を 行 っ た 。

ア イ ン シ ュ タイ ン 1 8 7 9 - ドイ ツ 物 J! 学 者 9 3 8 そ う た い せ い 理 ろ ん に よ っ て 、そ れ ま で の 科 学 の 考 え 方 を 、 全 く新 し

1 9 5 5 い も の に し た ^

ピ カー ル 1 8 8 4 -

1 9 6 2

ス イ ス 物 理 学 者 地 き ゆ う物 理 学 者 0 う ち ゆ う か ら や つ て くる うち ゆ う 線 の 研 究 を 行 っ た 。

1 9 0 0 】 日 本 物 理 学 者 - 生 を 筈 と氷 の 研 究 r= さ さ げ た 「言 の は か せ J e 世 界 で は じめ て 人 工

雪 を 作 る ^中 谷 宇 吉 郎 1 9 6 2

1 9 0 6 ー B * 物 理 学 者 9 6 5 くり こ み 理 ろ ん を し め す 0 ミ ク ロ の 世 界 の ほ う そ くを 発 表 O ノ】 ベ ル 物

朝 永 振 I 戯 1 9 7 9 理 学 しよ う壁 し よう b

1 9 0 7 - 日 本 物 】理 学 者 9 4 9 り ろ ん 物 理 学 者 P 中 間 子 哩 ろ ん で 日 本 で は じ め て ノ l ベ ル 物 理 学 し よ

湯 川 秀 樹 1 9 8 1 うを 受 L J= う 0

1 9 2 5 - B * 物 理 学 者 9 7 3 半 ど う体 の 研 究 に と りくみ 、工 サ キ ダ イ オ l ドを 開 発 0 ノ l ベ ル 物 理 学

江 錦 絵 於 套 し よう を 管 し よう。

小 農 昌 俊

1 9 2 6 - 日 本 物 理 学 者 2 0 0 2 二 ユ I ト リノ を け ん 出 す る こ と に 成 こ う 0 ノー ベ ル 物 理 学 し よ う受 し よ

う 0

野 中 到

1 8 6 7 -

1 9 5 5

B * 気 し よ う学 冬 の 富 士 Ll J で は じめ て 観 潮 を 行 っ た 人 。

ノ′まつよさお
三 松 正 夫

1 8 8 8 -

1 9 7 7

B $ 気 し よ う学 しよ うわ 新 山 の た ん 生 の 様 子 を 妃 ろ くした ア マ チ ュ ア の 火 山 研 究 者 0
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3.子どもたちが興味をもった科学者とは

(1)子どもたちの調べた科学者と調べた理由
子どもたちが調べた科学者とその理由をまとめると

以下のようになる。資料412のように科学者一覧の中

に自分の調べたい人物がなかった児童もいる。

資料4-1科学者一覧の中から
科 学者 名 調 べ たわ け

ライ ト兄弟 . 自分 タ イム で飛 行機 づ く りに挑 戦 してい るの で C

- 飛 行機 の 飛ぶ 仕組 み が 知 りた か った 0

. 重 い物 が なぜ 空 中 に浮 くの かふ しぎ だ つたか らく

ダ】 ウ イン . キ リンの 首 はな ぜ長 い か調 べ たか っ た 0

,猿 の進 化 を 知 りたか つ たか ら3

I ウサ ギの 耳 につ い て調 べ たか った 。

ウエ ゲナー .地 簾 につ い て調 べ るの に近 い と思 っ た 0

-地 震 の こ とがふ しぎだ つ たか ら

.地 球 の こ とが知 りたか っ た 0

メンデ ル . .種 な しの果 物が で き る仕組 み が知 りたか っ た。

.野 菜 の 品種 改 良につ い て知 りたか っ た 0

中谷宇 吉 郎 . 雪が 好 きな の で調べ た くなっ た 0

ニ ュー トン . と って も有 名 だつ たか ら0

. 万有 引 力以 外 に もつ と知 りた か つた か ら。

-t! -I サ . 電池 が 必要 なお もちゃ が た くさ んあ る か ら0

.機 械 が 好 きだ か ら , 電 池 の しくみ もい る と思 った

エ ジ ソ ン . エ ジ ソンが どんな こ とを した か知 りた かつ たか らLt

. 電気 が なぜ 光 るか ふ しぎ だつ た か ら0

セ ル シ ウス . 気象 学 者 なの でオ ー ロラ の こと がわ か る と思 った C

- 温度 の こ とにつ い て知 りたい と思 って いた か ら。

バ ーベ イ . 何で 血 が出 る のか ふ しぎ だつ た か ら0

ケプ ラー . 太陽 系 につ い て知 りたか つた か ら O

フォ ン .ブ ラ ウン - ロケ ッ トの ことが知 りた かつ た か らO

杉 田 玄 白 . 体の 中 の こ とを 自分 も知 りた か つた か らら

. 体の 仕組 み を ど うや って調 べ た のか 知 りた か った

グー リケ . 書の 伝 わ り方 を知 りた か った 。

シー ボル ト - 日本 とオ ラ ンダを行 き来 して い るの に感 動 した か ら 0

.s. 'I . 電話 が ど うして聞 こ える のか 知 りた い 方 0

エ ラ トステネ ス - 地球 の 周 りを ど うや って 測つ た か知 りたか っ た。

野 口英世 . 有名 な 人 なの で , どん な 人生 か知 りた くな っ た。

牧 野 貫太 郎 一花が わ た し も好 き だか ら

ル イ ,プラ イユ . 手話 や 点字 を ど ;)や つて発 明 したか 知 りた か った C

ア リス トテ レス .植 物 に つ いて の本 をた くさん 書 いて い るか ら 0

i.i - i : " ' . 動物 の こ とを ど うや って調 べ た のか 知 りた か った 0

ノ、レー . 空の こと を知 りた い と思 つた か ら

資料4-2　科学者一覧以外から

ナポレオン夫人 . パラの花について知 りたかった。

ルークハワ】 ド . 雲のことについて調べたかったO

金魚の研究をした人 .金魚について調べたい と思った0

空の研究をした人 . 空の色について調べたかったe

(2)科学者選びと調べたことがらの関係

子どもたちが,科学者を調べようとする方法にいくつ

かのタイプがあった。

(D　自分の疑問を解決した科学者を選んだ

ゥー1科学者一覧の中にあったので調べたO

このタイプは,調べたい科学者がすぐに決まった子

どもたちで, 12名であった。ライト兄弟やフォン・ブ

ラウン,ボルタ,ベル,ルイ・プライユなどつくった

ものが現在も日常生活の中で使われていることが多い

のが特徴といえる。科学者一覧として発明家も加えた

ことによると思われる。子どもたちの疑問は,自然の

法則にとどまらず,広く科学柁術の発展の過程にまで

及ぶことを考えると科学者一覧の中にそういった側面

があってもよいと考えるO　また,雪やオーロラなど気

象現象に関するもの,音や温度など目に見えない現象

に関するも多いO　しかし,科学者一覧の中には,雲や

天体に関しての科学者が少なく,調べることを断念し

た子どももいる。

このグループは,はじめから調べる人物がはっきり

決まっており,何を研究した人物かもおおよそわかっ

ているので資料も集めやすく,詳しく調べたり,課題

解決の過程に興味をもって調べた子どもが多い。

調べ方も伝記やインターネットを使って調べたり,

飛行機や電話など具体物から調べたり,多様な角度か

ら調べており,第三次における発表会で同じ人物を発

表しても,それぞれから様々な事実が発表され,聞く

側にとっても感心することがたくさんあったのもこの

グループである。

雪に興味をもって中谷宇吉郎を調べた子どもは,学

習語の感想の中で,彼が世界ではじめて人工の雪をつ

くったことや一生を雪や氷の研究に捧げたことに感動

したことや,科学者一覧で,雪のことを知ることがで

きてよかったことを記している。

ルイ・プライユの点字について調べた児童は,ル

イ・プライユの点字に始まり,アルファベットや50音

の表し方など,人物調べから自分の興味のあった点字

へと調べ学習を進めている。

電池に興味をもってボルタを調べた児童は,ボルタ

だけではなく電池づくりにかかわった科学者について

詳しく調べている。ボルタに始まり,ダニエル,ガル

バーこ,スナ一,ルクラッシュ.屋井先蔵に行き着い

ている。特に日本人の屋井寒蔵については詳しく調べ,

乾電池を使った電気時計づくりなどまんがにしたり,

電池の仕組みを図に表したりしているo　その一部が資

料5である。電池について調べたことを一冊のファイ

ルに綴じており,電池も自作しそうな勢いである。

これらは.図書室におく予定にしている。
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①-2　科学者一覧の中になかったので,自分で科学

者を調べることからはじめた。

自分の疑問は明らかだが,だれがそれを解決したか

が,不明な子どもたちである。科学者一覧は,分野別

にまとめたので,自分の疑問に近いことを研究した科

学はいるのだが,自分の疑問でないと気が済まなかっ

た子どもたち4名である。

人物が明らかでないので,まず.自分の疑問につい

て調べている。その中で,バラについてはナポレオン

夫人のジョセフィーヌを,雲の研究については,ル-

クハワードを調べるに至っているo　金魚の品種と空の

色については,人物ではなく疑問を調べる学習になっ
J-一

雲の研究にこだわった子どもは,休日を利用して広

島市江波山気象館に行き,雲に関する質問とその研究

をした人物を訪ねて,イギリスの気象学者ルーク・ハ

ワードを調べることを決めてきた。資料は少なく,多

くは調べられなかったが,彼が雲の積雲.層雲,巻雲

の3つ分類をしてその分類の仕方が現在も使われてい

ることを調べ上げた。また,彼が11歳の頃色の変わっ

た雲を見たことが,雲の研究につながったことや,そ

れが実は浅間山の噴火が影響して起こった現象であっ

たことなどについても調べ,感想の中で,興味をもっ

たことをとことん調べたことに対して満足感を記して

いる。

②　科学者総覧の中の人物を選んだ

②-1科学者総覧の中に自分の疑問がなかったので,

同じような分野の科学者を調べた。

一覧表において科学者を分野別に並べたことで,自

分の疑問そのものではないが,調べたい科学者を見つ

けたのがこのグループである。

ウェゲナ-,メンデル,ダーウィンなど地球のこと,

遺伝のこと,進化のこととして捉えられる疑問をもっ

た子どもたちが7名,天体に興味をもちティコ・ブラ

ー工.ケプラーを調べた子ども1名,血液-バーべノ上

人体の仕組み-杉田玄白,植物が好き-牧野富太郎,

動物が好きニコンラート・ローレンツ各1名.計12名

がこのグループであるO

ウェゲナ-を調べた児童は,地震のことが知りたく

て調べはじめたが,大陸移動説のことに興味をもって

いる。そして, 「ウェゲナ-のひみつ」と題した冊子

をつくり,その中で,資料6に示すように自分で地図

を重ねてアメリカ大陸東岸とアフリカ大陸西岸が重な

ることを示している。また,この説が受け入れられな

かった理由が,大陸を動かす原動力を説明できなかっ

たことを知り,感想の中で正しい考えでも,人が納得

できる根拠がないと認められないことをかいている。

さらに.プレートテクトニクスの考え方がよくわから
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ないため.そのことについても調べているo調べてい

る。

資料6

ダ-ウインについて調べた子どもは, 「キリンの首

はなぜ長いか。」や「ウサギの耳はなぜ長いか。」 「さ

るが進化して人間になったのか。」という疑問をもっ

た子どもたちである。 「ダーウィンという名前も知ら

なかったが, 『進化論』を書いた有名な人であること

がこの学習を通じてわかった。」 「もっと時間をかけて

詳しく調べてみたい。」と感想に書いている。

メンデルを調べた子は, 「種のない果物があるのは

どうしてか。」ということから興味をもったり, 「野菜

の品種がどうやってできたか。」について調べたくて

遺伝の研究で有名なメンデルを調べることに決めてい

る。そして,彼が. 8年間で12,980株のエンドウ豆を

観察して遺伝の法則を発表したが受け入れられなかっ

たことを知り,疑問をもっている。また,バナナの種

についても平行して調べた。

②-2　科学者一覧の中から興味のあることがらを解

決した科学者を選んだ。

このグループは,科学者一覧を見る内に興味をもった

人物を選んで調べた子どもたちである。エジソンやニ

ュートン,野口英世を選んだ子どもは, 「有名だが詳

しく知らないから」という理由を挙げている。また,

エラトステネスを調べた子どもは. 「地球のまわりを

どのようにして測ったのか。」に興味をもち,調べて

いる。ニュートンやエジソン,野口英世らは,図書室

にも伝記があり,その生涯がエピソードも交えて書か

れている。そのため,資料も多くどんな人であったか

ということについて詳しく調べていた。反面,その業

績について詳しく調べていなかったのも特色である。

業績に興味をもって人物を選んだ子どもは.地球の

周囲をどのように測ったかを詳しく調べていた。また,

学級で発表したとき,エラトステネスの生きた時代が

わかると,他の子どもたちから驚きの声が上がった。

以上のように子どもたちがどのように科学者を選択

し,その結果何を調べたり感じたりしたかということ

についてまとめてきた。自分がふしぎに思っているこ

とを科学者を調べる中で解決していったり.科学者の

業績に興味をもって調べた子どもたちは.科学的な発

見や技術革新がどのように解決していったかという問

題解決の過程を詳しく調べ,名前は知っているけど何

をした人かを調べていった子どもたちは,人物像につ

いて詳しく調べたと言える。

(3)科学者を調べた方法について

子どもたちが科学者を調べた方法をまとめたのが下

の表である。

科学者を調べた方法

音

I
不

lf

人物名 2 3

2 4

発見 した こ と 9 .

研 究 分野 6

科学 者の著 書 1

本

百科 事典 7

1 2
人名 辞典 5

伝記 3 .

他 社会 教育施 設 1 1

(学経の人数は3 7名.調べ方には重複あり)

このように,インターネットを使って調べた子ども

が最も多く,続いて,人名辞典や学習百科事典,社会

教育施設を使って調べたなどである。人物によっては,

資料が少なく調べることが困難であったこともあり.

人名辞典以上には調べることのできなかった子どもた

ちもいる。

4.発表会から

発表会を行ったことの意味は,

①他の科学者についても知ることができる。

(か科学史の一端をのぞくことができるO

の2点であった。

37人の子どもたちの興味の方向が多様であり,たく

さんの科学者についての発表が行われた.発表会の感

想を見ると,自分が調べた科学者以外の科学者につい

たも調べてみたいとか,もっと詳しく調べてみたいな
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どの感想が多かった。感想の概略は以下の表に示すと

おりである。

発表会を終えて(感想)

蝣蝣fc

し

い

違 う科 学者 にも興 味 をもった0 1 6

2 8

また, この よ うな学習 が したい0 2 2

理科 の学習 として お もしろい0 1 2

いろんな ことが わか った0 2 0

ふ

っ

科 学者 調べ は で きた け ど, 自分 の

6

7

疑 問が解 決 しな かっ た0

わか つた こ とは あっ た け ど調 べ る

1・) ことは好き でない

it 自分 の調べ た い科 学者 が 見つ か ら 1

1 蝣)

し なか ったU

し、 資料 がな くて難 しか った0

(楽しいの中には理由の重複あり)

科学者について調べたことを発表していく中で,料

学者の生きていた時代について年表にする作業を平行

して行った。その結果, 15世紀から現代までの科学者

が圧倒的に多く,それ以前は,紀元前まで空自の時代

が続いていることや紀元前3世紀4世紀に考えられて

いたことが,ずっと信じられてきたことなどが明らか

になった。

理科学習の中で科学者についての調べ学習を行って

きたが,子どもたちは興味をもって取り組んでいたO

前にも述べたが,子どもの疑問と科学者の取り組んだ

ことが一致したり,科学者が明らかにしたことに興味

をもって子どもが調べることが,問題解決の過程に子

どもの目を向けることになると思われる。

「もっと詳しく調べたい.」 「別の科学者も調べたい」

と思う子どもが,発表会を通じて出てきたことは,今

後のこうした学習を計画する上で大切にしたい点であ

る。

5.学習を終えて

発表会の感想で, 「違う科学者も調べたい。」として

いた子どもたちは.総合的な学習や国語科の学習で科

学者を調べて発表することに取り組んでいる。
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このノートは,国語科のものである。国語科のスピー

チで.人に伝えたいこととして科学者の生き方を選ん

でいる。また,家庭学習の自由課題として調べ学習を

継続している子どももいる。

科学者に関する資料の多くは,インターネットを通

じて手に入れたものであったが,図書館に出向いて調

べたり,気象館に電話して聞いたり.活動に没頭した

子どもも少なくない。そして,科学者を調べていく中

で,多くの科学者が生きている間には世の中に認めら

れなかったとや.課題を解決するた.めに膨大な時間を

費やしたことを子どもたちは学んだ。歴史の中で,料

学的な発見がなされなかった長い期間があることにも

気がついた。こうした気づきは,理科学習を進める上

で,学習することの意味としても子どもたちにとらえ

られていくのではないかと考える。

6.これからの課題

小学校理科の教育課程を見ると,今,子どもたちが

学習していることがらが,いつ,どのようにして解決

されてきたかということに関して知る機会はほとんど

ない。また,子どもたちの素朴な概念は,かつて人々

が考え,自然現象や事象を説明してきた概念と一致す

るものも少なくない。すべての単元において科学的な

概念を気づいてきた人々の事例を取り上げることはで

きないが,子どもたちの考えと科学的な概念のずれて

いる部分に焦点を当て,どのようにして人々の科学的

な概念が変わってきたのかを学習することは,有意義

であると考える。また,理科学習において,なぜ学ぶ

のかが問われる昨今.過去の科学者たちの問題解決の

過程を学び,何十牛とかかった研究を数時間で学んで

いる自分たちに気づくことに意味があると考える。

そこで,これからの取り組みとして,理科学習の単

元に沿って,関係ある科学者を取り入れたカリキュラ

ムを考えることも必要ではないかと思われる。

科学者調べに,多くの子どもたちが興味をもって取

り組んだことを考えると,より自分の疑問に近いとこ

ろで,考えのずれが修正されていく過程を学習するモ

デルとして,科学者調べや科学者の伝記が活用できる.

単元のどの場面でどのように取り上げるかを明らか

にしていくことがこれからの課題である。

科学者調べに焦点を絞り,子どものもつ疑問と科学

者の解決したことがらを結びつける本単元の取り組み

は.これまでの理科学習に少ない科学読み物や科学者

調べを活用した理科授業の可能性を感じることができ

る取り組みであった。

おわりに

子ども達が調べる対象とした科学者は.多岐にわた

っていた。進化論のダーウィン.飛行機の発明のライ

-224-



卜兄弟,大陸移動説のウェゲナ-が各3名,発明家エ

ジソン,電池の発明のボルタ.運動の法則のニュート

ン,オーロラ観測のセルシウス.遺伝の法則のメンデ

ルが各2名,耽り上げられていた。後は21名の児童が,

科学者を1名ずつ取り上げていた。これらの中には,

授業中に配布された「科学者100名の-らん衷」には

掲載されておらず,子どもにとって馴染みのない,乾

電池の発明家である屋井先蔵を取り上げている児童も

wsm.

ところで子どもは,これらの科学者の業績や生き方

の何に感心したのか。 A児は,地球の全周の推定を試

みたエラトステネスについて調べ, 「初めて地球のま

わりの長さを知ったので,とてもうれしかったです。

エラトステネスのいき方はとてもすばらしいと思いま

した。理由は何をやっても一番になれなかったけど.

いろいろな研究を最後までやったことがすばらしいと

思いました。」と感心していた。さらにA児は, 「もう

2000年も前にいた人だから全然知らなかったけど,調

べているうちにエラトステネスのことも分かって,お

もしろくなって,とても楽しかったです。」と感想を

述べていたO　またB児は- 「調べがいがあったし.ウ

工ゲナ-のうら面も分かったので良いと思いますo」

と述べ. C児も「普通ニュートンは万有引力で有名だ

けど,いろんなことをしているのを初めて知りまし

た。」と述べ,人間としての科学者の別の側面に感心

していたo D児は,ルーク・ハワードによる雲の研究

が今日の雲の分類に用いられていること, E児は,エ

ジソンが電灯の材料に木綿糸を使用していたことに強

く興味を示していた。

これらの児童による感想文から,科学者に関する調

べ学習は,子どもの科学に関する興味関心を拡大する

だけでなく,科学的事実を発見させたり,科学的知識

の理解を深化させたり,科学者の人間性や生き方など

に触れさせたりする機会を与える上において.大いに

有効であったと思われる。今後の課題として,児童が

利用可能な科学者の物語を豊富に準備すること,イン

ターネットで検索させ,発表させるだけでなく,書物

を通して科学者と向かい合わせ,科学者の人生や歩み

に共感させる場を設定することが残された。
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